
芳村研究室芳村研究室
気候システムと水循環

大規模実験高度解析推進基盤
人間・社会系部門

同位体水文気象学
https://isotope.iis.u-tokyo.ac.jp

芳村研究室
※研究室名のみ⼊⼒ください

【提出用】

Where we are What we do

気候と水循環の理解を通じて社会への貢献を目指す
芳村研究室は気候・水循環・同位体といった観点から地球をとらえ

気候システムの理解や水災害の抑止に貢献しています。

東京大学柏キャンパスの、生産技術研究所大規模
実験高度解析推進基盤に研究室があります。

研研究究ススペペーースス
メンバーが集中的に議論
する機会があります。

談談話話ススペペーースス
研究室メンバーの憩いの
場所。

オオーーププンンキキャャンンパパスス
球体ディスプレイによる
水循環の可視化で誰にでも
わかりやすく！

同同位位体体実実験験室室
質量分析計や
レーザー分光計など
各種実験機材も完備。

学学会会ででのの研研究究発発表表
国内外問わず積極的な学会
での発表を通して研究成果
を共有しています。

国国際際色色豊豊かかななメメンンババーー
世界各国の学生が研究に
関して日々活発な議論を
行っています！

統合陸域シミュレーター
ILS

MATSIRO の本質的な機能を取り入れ
た、より高速なエミュレータを開発する

気気候候

モモデデルル開開発発・・適適用用をを通通じじてて気気候候シシスステテムムのの理理解解をを深深めめ
気気候候変変動動対対策策等等にに有有用用なな情情報報をを発発信信ししてていいまますす。

水水循循環環

観測降水データから洪水を
予測する「Today’s Earth」

AIにより数値シミュレーション
から局地降水を予測

モモデデルル開開発発・・適適用用にによよるる水水循循環環過過程程のの再再現現とと予予測測をを
通通じじてて世世界界のの水水資資源源管管理理やや減減災災にに貢貢献献ししてていいまますす。。

同同位位体体

同同位位体体をを用用いいてて気気候候再再現現ややモモデデルルのの精精度度改改善善をを行行うう
手手法法をを開開発発しし、、気気候候シシスステテムムのの理理解解をを深深めめてていいまますす。。
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MATSIRO

Emulator

50kmの空間分解能でモデル
化された降水中のδ18O

現在の年平均
期間 (1970 ～ 2023 年)

降水中のトリチウムのモデル化
Konan

MisasaHongo, Kashiwa, Tsukuba, Yokosuka

福島事故後

気候システムと水循環� 柏キャンパス研究実験棟I-S104

工学系研究科 社会基盤学専攻
新領域創成科学研究科 自然環境学専攻


